
「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な

子
己
 「

ハ
ー
イ
、
あ
り
ま
し
た
。
 

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
郷
土
カ
ル

タ
が
読
み
あ
げ

ら
れ
る
と
、
子
 

（
・

、
 

供
た
ち
が
雪
を
け
っ

て
駆
け
出

す
、
雪
上
カ
ル
タ
大
会
。
 

「
ま
わ
っ
た
よ
、
ま
わ
っ
た
」
 

と
、
こ
こ
で
は
、
昔
な

つ
か
し

い
ズ
グ
リ
回
し
大
会
。
 

親
た
ち

の
熱
っ
ぽ
い
視
線
を

背
に

一
、
一
一
、一
ニ
、…
。
 

・

ン
ベ
リ
ヤ
お
ろ
し
が
吹
き
荒

れ
る
岩
木
川
原
で
は
、
 
「
と
ん

だ
、
と
ん
だ
」
 
と
タ
コ
あ
げ大

会
。
 

た
た
み
五
枚
分
も
あ
る
板
柳

町
小
幡
凧
の
会

（
田
中恒
雄
会
 

長
）
の
武
者
絵
ダ

コ
が
大
会
に

花
を
添
え
た
。
 

の
ど
自
慢
は
、
歌
謡
、
民
謡
、
 

手
踊
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
挑
戦
、
 

カ
ラ
オ
ケ
で
き
た
え
た
の
ど
を

披
露
し
、

か
っ
さ
い
を
う
け
た
。
 

〔
関連
写
真
二
一
三
面

へ
〕
 

,
 

五
所

川
原
雪
ま

つ
り
 

〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

442号 

昭和54年3 月I日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,328 

（昭和54年2 月1日現在）住民基本台帳から 

郎
 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 

まかわら 
!
,
 、 
男 	25,540 人 

女 	27,112人 

市 の 人 口 

52,652人 

広国、
．, 

①
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c鳶り 
:: 

+ + 

4 + + 
‘ ● ＋  + 

+ + + 
+ + + 

雪
ま

つ
り
カ
メ
ラ
ル
ポ
 

たて3.5気、よこ2.3気の武者絵大ダコ 

「いつもにこにこ元気な子」・・・、雪上カルタ大会 

一、ニ、三・・・、「まわった、まわった」 

】＋：くくく中：くく＋ 
,+＋、、、、＋++ + + 

+ + + + + + 
+ + + + + + 
+ + + ＋ → ＋ 

4 + + + + + 
+ + + + 4 + + 

、＋+＋い＋+J+ 
+ + + + + + + 
+ + + + + + 

+ + + + + + + 

m
 xマ】麓ミ敏、＋++ 

＆省奮g：羊 

' 

+ + + + 4 
+ + + 4 

' 4 + + + 
＋ 十 → 
* + * * 
+ + ' + 

一二えくくくくくくく 

え羊え敏敏敏七・4 +
 

?
+
 

' , , 
+ + ' + ' 
＋ → 4 4 

市
 
一
般
ひ

と
組
 

千
円
 

ロ
申
込
み

先
 
市
内
湊

字
船
越
一
九
二
、
五

工
高
内
・
飯塚
最
 

（云
⑤
三
三
〇
四
番
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り

三
月
八
日

（
木）
ま

で
 

"”津片りα浄叫嘩等轟島静加鱗田麟田脱事田 

、
 

五
所
川
原
庭
球
協
 

）
 
会

（原
田
市
太
郎
会

一
 
長

）
主
催
の
第
九
回

嶋
 
市

民
イ
ン
ド
ァ
（
室
 

《
 
内

）
軟
式
庭
球
選
手
 

「
 
権
大
会
が
次
の
日
程
 

）
 
で

開
か
れ
ま
す
。
 

）
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
 

《
 

下
さ
い
。
 

》
 

ロ
と
き
 

，
 

三
月
十
日
 

一
乙
z
 

（土
）
午後
三
 

『
 
ー
ノ
 
ー
 

J
I
 

\
，
収
）
 
ま
で
 

）

ー
モ
》
 
ロ

と
こ
ろ
 

喉

を
 
市
民
体
育
館
 

・

勺
J
か
 

ロ
種
目
 

山
諺
綱
加
B」
 

ア
．

つ
 
個
人
戦
（
主

ド

る
 
に
初
心
者
）
 

ノ
 
・
●
 
ロ
参
加
資
 

格
 
一
般
男

イ

I

子
・
女子

民
 

・
ロ
参
加
料
 皿響翠”叫“柵ー「「・零叫申叫事ベ・母・ーーα’叫・・叫畑稀4無“喜ーー胃・“口“""“喜勲響叫叫・‘ー嘱柳卿”，叫鵬響難z胃尋・鱗碑，ー勲mョ軸加α田 
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昭和54年（1979年）3 月1日（442号） 

L 喫 

レ倖卵t踊 
l 

7睦民寄跡了コンクー
Iし 

++＋、x亡◆：：灘灘ミミりi:: 
週量残黍窪熱 

、、、、、、、、、、＋+＋い◆、、、、 
:4++：くくくくくくくくくくくくくぐ 

、＋一＋＋→＋：くくく＋' 
+ + + + 
+ + + 

+ + + + 
+ + + 

， 十 ， , 
+ + + 

, + + + ' ' + 
+' 

+ ， ● ・ 
+ + ' + 
+ + + + 

+ + + + 
+ + + + 

＋ 十 ＋ + 4 + 
+ + + ' + 

+ ＋ 十 十 ＋ + 

生バンドをバノクに得意なのどを披露 

ケンカダコり、どちらに軍配 

、 

練
習
の
成
果
で
す
 

+
 +
 
+
 
+
 

+
+

＋

、
、
、
 

十
＋
十

、
、
、
 

+
+

＋

、
、
 + ＋ ◆ ＋ 

+ + + + + 

+ + + + ' 
+ + + + 

＋ 十 ＋ + ' 

く＋ 

『』 

ロ
対
象

者 
市
内
に 

一 
住

んで
い
る
初

心者
o 

一 （た

だし、

これ 

」佳序 ま

で 
あ
な
た
の 

一賃万 教室

」を

二年
以 

一
」
r

一上

受講
し

た方

は 

、
」

l 
除
き
ま

す。

） 

『」

F 

ロ
教
室
の
種
別 

一刻耐 

生
花、

作
法、

料 

一声

ヌ 理、

裁

断、

茶
道 

一

・ョ 

民

謡、

着付、

日 

一

乞ニ 

本
舞
踊
等 

一血形 口

開

催回
数 

の 
年
十
二
回 

た ロ

申

込み
期
間 

な三

月一

日か
ら
11
1 

・

り 月十

五
日

まで。 

一，
‘ 

ロ
申

込み
先 

市
内
岩

木町
一
二、 

市
中
央

公民館

（

廿⑤ 

一一

三五
一
一番

） 

ロ
申
込
み

方法 

は 

が
き

に、

希
望
す
る
教 

室
名、

申
込
み
者
氏

名 

（団

体の

場合
は

代表 

者
名
も
）、

住所、

電話 

番
号
を
明

記し、

押印 

し

て下さ

い。 

”卑”“喜糾叫「α島庫喜慌嚇井暑胃撫幸尋柵舞雄弾4姫g難博繊ー 

  

市
中
央
公
民
館
で
は
、
 

五
十
四
年
度
の
「
あ
な

た
の
教
室
」
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
o
 

受
講
希
望
者
は
、
次

の
事
項
に
留
意
し
申
し

込
ん
で
下
さ
い
o
 

 

 



印
鑑
の
登
録
申
請
は
、
本

人
が
直
接
す
る
の
が
原
則

で
す
。
 

本
人
が

登

録

申
請

し
た
場
合
 

次
に
よ
り
本
人
で
あ
る
一
」
 

と
を
確
認
し
そ
の
場
で
印
鑑

登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

田
運
転
免
許
証
 

同
官
公
署
発
行
の
許
可
証
も

し
く
は
身
分
証
明
書
で
本

人
の
写
真
を
貼
付
し
た
も

の
。
 

パ
外
国
人
登
録
証
明
書
。
 

国
市
内
で
印
鑑
登
録
を
受
け

て
い
る
人
の
保
証
書

（
保

証
人
は
、
当
該
登
録
申
請

者
と
住
民
票
の
保
管

場
所
 

（
本
庁
及
び
支
所
）
が
同

一
で
か

つ
す
で
に
印
鑑
登
 

録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
か

ぎ
ふ
o)
 

※
保
証
書
は
、

本
庁
及
び
支

所
の
窓
ロ
に
備
え
付

け
て

あ
り
ま
す
。
 

代
理
人
が

登
録
 

申
請

し
た

場
合
 

そ
の
場
で
印
鑑
登
録
証
は

交
付

い
た
し
ま
せ
ん
。
次
の

手
続
き
が
済
ん
だ
後
に
交
付

し
ま
す
。
 

△
印
鑑
登
録
申
請
書
に
委
任

の
旨
を
証
す
る
書
面
（
疎

明
書
及
び
代
理
人
選
任
届

書
）
を
添
え
て
申
請
し
て

一
 さ
い
。
 

△
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の

か
確
認
の
た
め
照
会
書
を

お
宅
に
郵
送
し
ま
す
の
J

、
 

そ
の
中
の
回
答
書

に
必
要

な
こ
と
を
記
入
し
本
人
が

持
参
し
て
下
さ
い
。
 

△
回
答
書
の
持
参
を
代
理
人

に
依
頼
す
る
場
合
は
、
委

任
の
旨
を
証
す
る
書
面
 

（疎
明
書
及
び
代
理
人
選
任

届
書
）
を
添
え
て
持
参
さ

せ
て
下
さ
い
。
 

△
回
答
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
郵
送
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

回
答
量
式
萄
き
か

え
に
、
 

直
接
印
鑑
登
録
証
を
交
付

し
ま
す
。
 

△
回
答
書
の
提
出
期
限
は
三

十
日
以
内
と
な
っ

て
お
り

ま
す
の
で
、
期
限
を
過
ぎ

ま
す
と
登
録

の
申
請
を
取

り
消
す
こ
と
に
な
り
ま
ず

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

・

※
疎
明
書
及
び
代
理
人
選
任

届
書
は
、
本
庁
及
び
支
所

の
窓
ロ
に
備
危
付
け
て
あ

り
ま
す
。
 

印
鑑
登

録
証
を

も
ら

う
に
は

・・
・
 

こ
の
制
度
の
改
正
は
、
「印
鑑
証
明
は
手
続
き
が
め
ん
ど
う
だ

し
時
間
も
か
か
る
」
、
 
「
実
印
を
他
人
に
預
け
て
大
変
な
迷
惑
 

を
こ
う
む
っ
た
」
‘
，
 

と
い
っ
た
声
に
お
こ
た
え
す
る
も
の
 

で
す
。
 

ぐ

，
 

昭和54年 (1979年） 3 月1日（442号） ④ 
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＠
印
鑑
登
録

（
替
え
『
を
さ
れ

る
と
印
鑑
登
録
証
を
お
渡
し

い
た
じ
ま
4
」
 

⑨
印
鑑
登
録
証
を
持
参
す
れ
ば

す
ぐ
証
明
書
が
と
れ
ま
す
。
 

一
分
で
す
み
ま
十
。
 

戸
 

⑥
登
録
し
た
印
鑑
や
委
任
の
旨

を
証
明
す
る
書
面
な
ど
は
い

り
ま
せ
ん
。
 

＠
登
録
印
鑑
を
持
ち
歩

い
た
り

他
人
に
預
け
る
こ
と
も
な
く
、
 

印
鑑
に
よ
る
事
故
も
防
げ
ま

す
。
 

＠
住
民
基
本
台
帳
又
は
外
国
人

登
録
原
票
に
記
録
又

は
登
録

さ
れ
て
い
る
氏
名
、
氏
も
し

く
は
、
名
又
は
氏
名
の
一
部

を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
表

わ
し
て
な
い
も
の
。
 

＠
職
業
、
資
格
、
 

そ
の
他
氏
名

以
外
の
事
項

を
表
わ
し
て

い
る
も
の
。
 

＠
印
影
が
不
鮮

明
又
は
文
字

の
判
読
が
著

し
く
困
難
な

も
の
。
 

⑨
印
鑑
の
大
き

さ
が
8
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
よ

り
小
さ
い
も

の
、
又
は
2
5
 

こ
、
日
ノメ
ー

k
 

ル
よ
り
大
き
い
も
の
c
 

⑤
そ
の
他
、
ゴ
ム
印
、
三
文
判
、
 

同
一
家
族
内
で

の
同
一
印
鑑
、
 

縁
の
な
い
も
の
、
文
字
が
白

ぬ
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
 

欠
け
た
り
、
 

及
び
印
鑑
が
 

す
り
へ
っ
て
 

O
 

い
る
も
の
は
 

登
録
で
き
ま
せ
ん
。
 

詳
し
く
は
、
市

・
市
民
課
（
 

廿
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
二
七
五

番

・
ニ
ヒ
七
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
ド
さ
い
。
 

印
鑑
登
録
の
 

で
き
な
い
印
鑑
 

登
録
替
え
が

必

要
で

す
 

■

印
鑑
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

引
き
続
き
登
録
を
必
要
と
す

る
方
は
、
昭
和
5
4年
4
月
1
 

日
か
ら
6
月
3
0日
ま
で
に
、
 

現
に
登
録
し
て
い
る
本
庁
又

は
支
所
に
お
い
て
登
録
替
え

を
し
て
下
さ

い
。
 

こ
の
期
間
内
に
登
録
替
え
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
従
前
の
登

録
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
 

印
鑑

の
登

録
（
替

え
）
申
請

場
所
 

〇
本
庁
へ
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
市
民
課
窓
口
へ
 

〇
支
所

へ
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
支
所
の
窓
口

へ
 

\'  ' 

ノ変、？ 『 T ' 
に＝二．」上 叫一乃ぬ―→ 

改
正
の
要
点
 



/
 新

し
い
印
鑑
で
登
録
す
る
場
合
 

 

代
理
人
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
 

+
 

登
録
印
鑑
は
い
り
ま
せ
ん
 

委
任
の
旨
を
証
す
る
書
面
も
不
要
 

分
で
す
み

ま
す
。
 

互所川原市長 rり 

年 月 II 

印
影
 

印鑑登録証明書 
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代

理
人
 

※
代
理
人

の
場
合

は
手
続

き
が
め
ん
ど

う
に

な
り

ま
す
の
で

出
来
る
か
ぎ

り
本
人
の

手
続

き
で
 

印
鑑

登
録

の
手
続
き
は

こ

の
よ
う
に

な
り

ま
す
。
 

ご
本
人
を

確
認
し

た
‘
う
え
で
印
鑑

登
録
を

交
付
し

ま
す
。
 

申
請
人

の
 

自
 
宅
 

現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑
を
引
き

続

い
て
登
録
す
る
場
合
 

回
 

答
 

書
」
 

登
録
し
て
い

る
印
鑑
 

右
の
印
鑑
の
他
、
委
任
を
証
す
る
書
面
（
疎

明
書
及
び
代
理
人
選
任
届
書
）
が
必
要
で
す
。
 

又
、
本
人
の
登
録
意
思
を
確
認
す
る
た
め
照

会
書
を
送
り
ま
す
 

※
登
録
で

き
な
い
印

鑑
の
項
参
照
 

（
郵
 

送
）
<
 

（
持
 
参

）
 

※
前
の
ペ
ー
ジ
 

印
鑑
登
録

証
を

も
ら
う
に

は
 

…
・
の
欄
参
照
 

、
 

＠
注
意
 

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
即
日
登
録

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ

て
印
鑑
証
明
書

も

交
付
で

き
ま
せ
ん
。
 

※
前
の
ペ
ー
ジ
 

印
鑑
登

録
証
を
も
ら
う
に

は

…
の
欄
参
照
 

ン
 

(
 

 

回
答
書

を
持
参
 

し
た
と
き
に

交
 

付
し
ま
す
 

,
 

―・
・‘
 

手
続

き
 
に
 
く
 
る
 
人
 

 

こ
 
ん
 

な
 
と
 

,
 

 

土
A
」
 

 

持
 
っ
 

て
 

く
 
る
 

も
 

の
 

1 

！」fI 

合
（
 

登
録
す
る
印

鑑
 

本
人
で
あ
る
こ
と
が
 
そ
の
場
で
 

確
認
さ
れ
た
場
合
  

交
付

し
ま
す
 

※
回
答
書

は
本
人
が

持
参
し
て
下
さ
い
。

代
理
人

に
依
頼

さ
れ
る

場
合

は
、
 

（疎
明
書

及
び
代
理
人
選
人
届
書

）
が
必
要
で
す
。
 

イ
 

ョI
 

、
 

委
任
の
旨
を

証
す
る
書

面
 

五所川原市長目」 

印鑑登録証 

0000A 

⑧ 印鑑登録証 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 

こ
れ

か
ら

の
印
鑑

証
明

書
は

印
鑑
登

録
証
を

持
参

す
れ
ば

す
ぐ

も

ら

え

ま
す
。
 

2 

登録番号 



せ
き
は
、
 

体
外
か
ら

の
影
響
で

起
こ
る
場
合
と
、
体
内
で
の

刺
激
に
よ
る
場
合
と
が
あ
り

ま
す
。
 

体
外
か
ら
の
影
響
と
は
、
 

ほ
こ
り
や
タ
バ
コ
の
煙
、
排

気
ガ
ス
、
そ
れ
に
ア
ン
モ
ー
ー
 

ア
・
ガ
ス
な
ど
の
化
学
薬
品
。
 

体
内
で
の
刺
激
は
鼻
や
の
ど
、
 

気
管
支
、
肺
な
ど
の
炎
症
に

よ
る
分
泌
物
、
そ
れ
に
出
血
、
 

腫
蕩
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

私
た
ち
は
呼
吸
す
る
た
び

び
に
外
気
を
鼻
か
ら
の
ど
、
 

気
管
、
気
管
支
を
通
じ
て
肺

に
吸
い
こ
み
、
同
じ
道
を
通
 

し
て
吐
き
出
し
ま
す
。
こ
の

外
気
に
は
ホ
コ
リ
や
ゴ
ミ
、
 

バ
イ
菌
な
ど
が
混
じ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
身
体
に
と
っ
 

て
不
都
合
な
異
物
が
肺
に
入

り
込
む
の
を
防
ぐ
役
目
を
し

て
い
る
の
が
、
気
管
支
の
粘

膜
で
す
。
 

粘
膜
は
絶
え
ず
粘
液
を
分
 

泌
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
量
は

一
日
に
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
 

ざ
っ
と
牛
乳
ビ

ン
半
分
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
 

異
物
が
は
い
る
と
粘
液
の

分
泌
が
ふ
え
ま
す
。
 そ
の
ま

ま
で
は
気
管
支
が

つ
ま
る
の

で
、
せ
き
に
よ
っ
て
つ
ま
る

の
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
異
物

を
分
泌
物
ン
仁
輪
に

体
外
に

送
り
出
す
。
せ
き
は
、
体
に

不
都
合
な
刺
激
を
排
せ
き
し

よ
う
と
し
て
起
こ
る
、
い
わ

ば
体
の
“
防
衛
反
応
《
と
い

う
わ
け
で
す
。
 

せ
き
が
よ
ほ
ど
ひ
ど
く
な

い
場
合
は
、
部
屋
に
湯
気
を
二

立
て
、
あ
た
た
か
く
し
て
寝

る
の
が

一
番
で
、
そ
の
ほ
か

う
が
い
、
蒸
気
吸
入
な
ど
が

効
果
的
で
す
。
 

・
 ー
ー
・
 

せ
き
は
体
の
ク防
衛
反
応
）
 

一
月
十
六
日
開
館
し
た
市
老

人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
温
泉
を

利
用
し
た
浴
場
に
人
気
が
殺
倒

し
、
 

週
一
一
 

ひ
き
も
き
ら
な
い
盛
況
ぶ
り
で
 

風
呂
か
ら
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
 

戸

浴
日
の
一
日平
均の
入
曝
・」
舞
認
？
噂
し

ー
花
を
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者
は
二
百

八
十
人
。
機
能
回
復
 

曜

醸

縫
舞

勢
謎

メ
 

‘
い
・
，
ー
 

．
．
・‘
ー
 

／
 …

 
‘
 
・
 
・
 
‘
 

・
 

日 入 回
は 浴の 

康
相
談
室
前
は
待
合
室
に
早
が

わ
り
、
お
年
寄
り
た
ち
に
は
か

け
が
え
の
な
い
社
交
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

入
浴
日
の
午
前
中
に
行
っ
て

い
る
血
圧
測
定
に
は
、
毎
回
六

十
人
ー
七
十
人
の
お
年
寄
り
が

測
定
 

ん
ら
フ
 

4
J
、
 

一
一階

の
健
 

も
て
も
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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市では、乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行い 

ます。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後I時から 2 時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの機関で健康診断を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

“永
年
の
勤
続
ご

く
ろ
う
さ
 

ん
一
 

第
二
十
四
回
優
良
商
工
従
業

員
の
表
彰
式
は
、

二
月
十
六
日

産
経
会
館
五
階
に
被
表
彰
者
、
 

商
店
経
営
者
、
‘
来
賓
な
ど百
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
永
年
勤
 

続
従
業
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
三
十
年
以
上

勤
続
の
金
子
て
つ
さ
ん
（
鶴
又

薬
品
脚
）
ら
六
人
に
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
賞
が
伝
達
さ
れ
た

の
を
は
じ
め
、
二
十
年
、
十
年
、
 

五
年
以
上
勤
続
者
、
特
別
功
労
 
 

者
あ
わ

せ
て
八
十
八
人
が

表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
 

市
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か

ら
は
、
記
念
品
が
学
ら
れ
ま
し

た
。
 

ロ
3
0年
以
上
勤
続
者
 

・

金
子
て
つ
（
鶴
又
薬
品
脚
）
、
 

高
橋
澄
、

白
川
長
右
衛
門
、
天

内
金
春
（
以
上
津
軽
鉄

道
脚
）
、
 

蒔
苗
禎
造
（
陸
奥
印
刷
脚
）
、
 

小
山
内
貞
子

（
平
和
観
光
脚
）
 

ロ
2
0年
以
上
勤
続
者
 

中
川
吉
美
、
越
野
公
夫
（
以

上
鶴
又
薬
品
脚
）
、
対
馬
美
津

紀

（愉
松
久
）
、
太
田
博
子
 

（平
和
観
光
開
）
、
工
藤
盛
衛
 

（
大鷹
製
粉
製
飾
所

）
、
成
田
「
 

幸
一
、
小
山
内
聡
治
（
以
上
陸

奥
印
刷
脚
）
、
大
村
直
太
郎
（
五

所
川
原
商
事
脚
）
、
原
俊
江
 

（株
小
野
蔵
商
店
）
 

ロ
特
別
功
労
者
 

成
田
八
千
恵

（
マ
ル
ワ
商
会
）
、
 

奈
良
明
典
、
葛
西
清
文

（
以
上

村
上
税
理
士
事
務
所
）
、
佐
藤

れ
み
、
奈
良
岡
令
子
、
神
久
美

子
（
以
上
①
か

さ
い
）
、
小
野

英
夫

（脚
み
か
み
商
事
）
 

（敬
称
略
）
 

市
で
は
、
胃
腸
病
の
検
診

を

四
月
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
と
、
 

四
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
あ
わ
せ
て
「
週
間
行
い
ま
す
。
 

受
診
希
望
者
は
、
次
の
事
項

に
留
意
し
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
 

ロ
対
象
者
 
三
十
五

歳
以
上

の
男
女
。
・
（
た
だ
し
、
妊
婦
は

除
き
ま
す
。
）
 

ロ
受
付
期
間
 
三

月
十
日
か

ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
。
 

ロ
申
込
み
先
 
市

保
険
衛
生

課
、
ま
た
は
各
支
所
。
 
（受
診

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
世
 
 

帯
主
名
を
お
申
し
出
下
さ
い
。
）
 

ロ
検
診
時
間
 
午
前

七
時
か

ら
。
 
（
受
付
け
は
、
午
前
六
時

三
〇
分
か
ら
。）
 

ロ
検
診
場
所
 
市

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
市民
文
化
会
館
裏
）
 

ロ
検
診
料
金
 
一
人
二
千
一
一

百
円
の
う
ち
自
己
負
担
は
千
百

円
で
す
。
 
（検
診
日
に
ご
持
参

下
さ
い
。）
 

な
お
、
検
診
日
は
、
申
し
込

ま
れ
た
個
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す
。
 

市

で
は
、

は
し
か
の
予
防

接
種
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
 

今
回
は
、
二
月
十
五
日
発

行
の
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
地
区
以
外
が

対
象
と
な
り
 

ま
す
。
 

ロ
 

対
象

幼
児
 

昭
和
五
十
年

四
月
二
ふ

ー
 

昭
和
五
十

二
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
幼
児
 

ノ＼ 

）
て
 

医
師
会
と
家
庭

い
 

結
ぶ
、
 
「
み
ん
 

つ
 

の
健
康
教
室
」
 

一
」
 
一

次
の
日
程
で
開
 

J
 
れ
ま
す
。
 

症
 
今

回
の
テ
ー
マ
 

レ
し
 
‘
、
 

「動
脈
硬
化
 

側
 

」
ー
つ
いて
で
 

脈
 

ロ
と
き
「
亘
 

裟

舞
）
 

F
 

午
後
一
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

り
町
、
南
小
学
区
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
三
月

十
三
日

（火
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
保
険
衛
 

生
課
（
廿
g
一
一
一
一
番・

 

内
線
二
七
〇
番
）
 

対
象
地
区
の
お
子
さ
ん
の
 

ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
裏
面

を
注
意
し
て
お
読
み
下
さ

い
。
 

予
防
接
種
取
り
扱
い
医
院
 

"A'“叫A×“・、 

永年の勤続ごくろうさん 

優
良
従
業
員
八
十
八
人
を
表
彰
 

乳幼児の健康診断 

胃
腸

病
の
検
診
を

実
施
 

受
診

希
望
者
は
お
申
し

込
み
を
 

月 	齢 対 	象 と 	き ところ 

3 カ 月 児 
昭和53年 

11月生まれの 
乳 	児 

3 月14日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和53年 

8 月生まれの 
乳 	児 

3 月20日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和52年 

9 月生まれの 
乳 	児 

3 月27日 

み 
「動脈硬化症」について i1- 

な 
Q) 

健 
康 
教 
室 

（
は
しか
）
 

麻
し

ん

の
予
防

接
種
を

実
施
 

前
回
実
施
以
外
の
地
区
 
は 者保
ハ に 護 

ロ
対
象
地
区
 
長
橋
、

七
．
 

等
は
、
当
課
へ
お
問
い
合
わ
 

和
、
中
川
、
毘
沙
門
、
栄
、
 

せ
下
さ
い
。
 

梅
沢
、
飯
詰
各
地
区
、
み
ど
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あっぱれ善行生徒 くらしと趣味の教室 児
童
救
出
の
葛
西

・
岩
谷
さ
ん
ら
を
表
彰
 

市勤労青少年ホームでは、下記の教室の受講者を募集しております。 
市
学
校
警
察
連

絡
協
議
会
と
市
青

少
年
問
題
協
議
会

で
は
、
こ
の
ほ
ど

五
十
三
年
度
の
善

行
生
徒
六
人
の
表

彰
を
決
め
ま
し
た
。
 

各
学
校
長
を
通

じ
て
近
く
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
葛
西
隆
夫
さ

ん
、
岩
谷
昇
治
さ

ん
（
第
一
中
学
校

一
一
年生
）
 

さ
る
一
月
十
三
日
午
後
、
市

内
ー
ッ
谷
の
排
水
路
に
小
学

一

年
の
男
の
子
が
落
ち
泣
い

て
い

る
の
を
勉
強
中
の
二
人
が
聞
き

つ
け
、
救
い
出
し
ま
し
た
。
 

ロ
太
田
健
一
さ
ん
、

片
岡
徳

幸
さ
ん
（
第
二
中
学
校
三
年
生
）
 

昨
年
六
月
二
十
九
日
午
後
、
 

帰
宅
途
中
の
二
人
が
民
家
の
風

呂
場
付
近
か
ら
煙
が
出
て
い
る

の
を
発
見
、
二
人
で
半
鐘
を
鳴

ら
し
、
か
け
つ
け
た
部
落
民
と

消
火
器
や
毛
布
で
消
火
に
あ
た

り
ま
し
た
。
 

ロ対象者 勤労青少年 

口受講料 無料です。 （ただし、材料費はいただきます。） 

ロ申込み締切 4 月7 日（土） 

ロ申込先 勤労青少年ホーム（廿④ 3602番） 

、戸
 

ロ
葛
西
安
広
さ
ん
（
第

一
中

学
校
三
年
生
）
 

新
聞
配
達
を
し
な
が
ら
家
計

を
助
け
、
学
校
を
欠
席
す
る
こ

と
な
く
、
相
撲
部
の
主
将
と
し

て
練
習
に
励
み
県
大
会
や
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

他
生
徒
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ロ
竹
内
彰
敏
さ
ん

（
五所
川

原
商
業
高
校
三
年
生
）
 

昨
年
六
月
二
十
三
日
午
後
、
 

学
校
付
近
で
千
円
札
五
枚
を
拾

得
、
下
校
時
で
あ
っ
た
が
学
校

へ
も
ど
っ
て
届
け
、
落
し
主
の
 
 

工
員
に
無
事
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
月
の
部
屋
代
に
も

困
っ
て
い
た
工
員
か
ら
大
変
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。
 

選
挙
人

名
簿
 

市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
を
次
の
日
程
で
縦

覧
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
有
権
者

か
ら
出
さ
れ
た
選
挙

人
名
簿
の
申
請
に
基
 
 

は
多
く
の
人
び
と
が
、

い
つ
で

も
気
持
よ
く
使
え
る
よ
う
、
大

切
に
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。
 

お
店
の
方
に
両
替
を
た
の
む

に
し
て
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。
 

電
話
を
か
け
る
と
き
は
、
通
話

時
間
に
応
じ
て
で
き
る
だ
け
十
 

う
ず

に
使
お

う
 

円
硬
貨
を
用
意
し
て
下
さ
い
。
 

故
障
を
発
見
の
方
は
、
お
手

数
な
が
ら
別
の
電
話
で
「

一

三
」
番
に
お
知
ら
せ
ド
さ
り
。
 

〇
黄
電
話
、
青
電
話
か
ら
の
緊

急
電
話
 

赤
色
の
、
緊
急
通
報
装
置
の
 

「
一
一
〇
」
 
ま
た
は
「
 一
一
九
」
 

市
内
大
町
、
堀
内
家
具
店
店

主
堀
内
敏
正
さ
ん
ー
写
真
ド

ー
 

は
二
月
八
日
、
教
育
振
興
基
金

に
役
立
て
て
下
に
穀
いと
、
現
金

十
万
円
を
市
教
育
振
興
会

へ
寄
 

を
縦
覧
 

づ
き
、
 一
月
一
日
現
在
で
調
整

し
た
も
の
で
す
p
 

,
 

ロ
縦
覧
期
限
 
三

月
九
日
 

（
金
）
ま
で
。
 （毎
日
午
前
八
時

三
〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。）
 

ロ
縦
覧
場
所
 
市

選
挙
管
理

委
員
会

（本
庁
四
階

）
 

一
 

ー
 

 
ー
 

ー
ー
‘
ー
 
‘
，

ー
 

ー
 

 

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
ド
さ
い
。
 

〇
赤
電
話
か
ら
の
緊
急
通
報

お
店
の
方
か
ら
カ
ギ
を
使
っ

て
も
ら
い
 
「
一
一
〇
」
 
「一
一

九
」
を
ダ
ィ
ヤ
ル
し
て
ド
さ
い
。
 

『
赤
電
話
・
ピ
ン
ク
電
話
か
ら

局
の
無
料
電
話

へ
の
通
話

十
円
硬
貨
を
入
れ
て
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
も
局
側

の
声
は
聞
こ
え

ま
す
が
、
お
話

し
で
き
ま
せ
ん
。
 

お
店
の
方
か
ら
カ
ギ
を
使
っ

て
も
ら
い
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
 

、
五所
川
原
電
報
電
話
局
 

。
④
二
一〇
〇
〇
番
、
 

付
し
ま
し
た
。
 

さ
き
に
亡
く
な
っ
た
父
貞
」
一

さ
ん
の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も

の
で
す
o
I
 

教 室 名 
定
男
 
員
女
 

と 	き 曜 日 回数 

生 	花 10人 4 月 9日から12月24日まで 毎週月曜日 36回 

料 	理 20人 4 月10日から 7月17日まで 毎週火曜日 15回 

リボンペーバ

フラワ一 
20人 4 月17日から6月19日まで 毎週火曜日 10回 

ク ラ シ ッ ク

ギタ― 
10人 4 月l1J3 から12月26日まで 毎週，水曜日 36回 

陶 	芸 15人 
4月12日カぎ月26日まで 毎週木曜日 15回 

きもの着付 20人 

や 

4 月12日から 7月26日まで 毎週木曜日 15同 

写 	真 10人 4 月13日から12月21日まで 毎週金曜日 36回 

い
つ
で
も
気
持
よ
く
使
え
る

公
衆
電
話
に
し
た
い
。
こ
れ
が

電
電
公
社
の
願
い
で
す
。
 

公
衆
電
話
に
は
、
ま
ち
角
に

立
っ
て
い
る
ボ
ッ
ク
ス
型
の
黄

電
話
（
一
〇
〇
円
も
使
え
ま
す
。）
 

青
電
話
、
ま
た
 

店
先
に
あ
る
キ
 
じ
よ
 

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
 

の
青
電
話
、
卓
上
型
の
赤
電
話

が
あ
り
ま
す
。
 

公
衆
電
話
は
み
ん
な
の
も
の

電
話
帳
を
破
い
た
り
、
硬
貨

投
入
目
に
異
物
を

つ
め
こ
む
な

ど
の
い
た
ず
ら
を
す
る
と
、
あ

と
か
ら
使
用
す
る
方
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
公
衆
電
話
 

農業委員会委員 

堀

内
さ
ん

十
万

円

寄
付
 

広
報
紙

の
早

期
配
布

に
こ

協
力
下
さ
い
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